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平成２５年度決算審査意見書について 

 

 

 地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定により、平成２５年度日吉

津村一般会計及び特別会計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、次の

とおりその意見書を提出する。 

 



平成２５年度決算審査意見書 

 

１．審査期日  平成 26 年 8 月 4 日・5 日・7 日 （3 日間） 

 

２．審査の対象 

（1）平成 25 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計決算及び関係帳簿、証書類 

（2）平成 25 年度実質収支に関する調書 

（3）平成 25 年度財産に関する調書 

 

３．審査の方法 

（1）平成 25 年度会計決算計数の確認及び適否 

（2）歳入歳出予算執行の状況及び財産運営状況の適否 

 

４．審査の結果 

   審査に付された平成 25 年度鳥取県西伯郡日吉津村一般会計歳入歳出決算書及び

附属書類は関係諸帳簿及び証書類と符号しており、決算は計数的に正確であり、お

おむね適正に処理されているものと認められる。 

 

５．審査の総括的意見 

（1）財政収支の状況 

    平成 25 年度一般会計の決算状況は、歳入総額 2,845,718 千円（千円未満切捨

て。以下同じ。）、歳出総額 2,204,207 千円で、歳入歳出差引額は 641,511 千円

となっている。本年度は翌年度に繰り越すべき財源として繰越明許費繰越額が

550,003 千円あり、実質収支額は 91,508 千円である。 

    収支の均衡に留意した財政計画に基づき、適正な財政運営を行っているものと

認められる。 

 

（2）財政運営状況、税徴収状況及び意見 

    歳入の主なものとして、村税が 33.0％を占める。そのうち固定資産税は償却

資産分で前年度と比較して 50,052 千円減少し、固定資産税総額は 51,936 千円

の減少となった。村民税は 21,524 千円減少し、村税全体では前年度を 70,224

千円下回り 939,640 千円となっている。地方交付税は 332,334 千円と前年度を

18,583 千円上回った。国庫支出金は障害者自立支援給付費負担金 34,091 千円、

児童手当負担金 43,713 千円、生活保護費国庫負担金 18,924 千円、地域の元気

臨時交付金 35,823 千円、社会資本整備総合交付金 25,132 千円などで、総額

189,319 千円となり、前年度を 46,085 千円と大きく上回った。 

県支出金は前年度の 232,488 千円を上回り 234,531 千円となった。鳥取県障

害者自立支援給付費等負担金 17,045 千円、鳥取県児童手当支給事業費負担金



9,353 千円、緊急雇用創出事業補助金 11,527 千円、地域の元気臨時市町村交付

金 120,000 千円、特別医療費補助金 9,390 千円などがあったことによる。繰越

金は前年度を 6,445 千円下回る 88,017 千円となった。諸収入は 20,617 千円と

前年度を 17,163 千円上回った。村債は一般事業債 91,700 千円、緊急防災減災

事業債 107,400 千円、公共事業債 18,300 千円、臨時財政対策債 70,000 千円、

学校教育整備事業債 23,100 千円、の計 310,500 千円となっている。村債残高は

148,645 千円増額し、1,847,415 千円となった。 

    地方財政状況等調査による性質別歳出では、人件費が 7,245 千円、1.6％減少

し 450,137 千円となり、扶助費は 10.0％増の 241,131 千円、公債費は 1.3％減

少の 186,366 千円となっている。これらの合計である義務的経費は前年度を

12,180 千円上回り、1.4％増の 877,634 千円となり、歳出合計 2,204,207 千円

に対する構成比は 39.8％である。投資的経費は前年度比 60.2％増の 397,428 千

円を要した。主なものは防災行政無線デジタル化事業 143,264 千円、複合施設

建設事業 127,451 千円、道路維持事業 45,358 千円、小学校大規模改修事業

35,970 千円など、前年度より 149,389 千円と大きく増額し構成比は 18.0％とな

った。その他の経費 929,145 千円で構成比は 42.2％であり、前年度を 32,619

千円、3.4％下回った。内訳として、物件費は前年度より 647 千円増額の 253,553

千円となり、積立金は 177,281 千円、また繰出金は 227,669 千円となった。 

    基金は財政調整基金に 54,225 千円積み立てられたが、複合施設建設に向けて

公共施設等建設基金 448,426 千円と、25 年度に一度積み立てた地域の元気臨時

市町村交付金基金 120,000 千円を取り崩した。現在の交付税制度は将来的には

不安をかかえており、その点を踏まえ引き続き健全な財政運営を目指していた

だきたい。 

    村税全体の徴収率は現年度分が前年度を 0.2 ポイント下回る 99.2％で、滞納

繰越分も 34.3％と前年度を 5.5 ポイント下回っている。合計で 98.1％と前年度

を 0.1 ポイント下回っている。徴収スタッフネットは、税外負担金等も併せ、

さらに滞納繰越分の徴収努力をされたい。現年度分においても一層徴収努力を

され、引き続いて収入確保に努められたい。 

 

（3）総括意見 

    身の丈と言う言葉があるが、小さな村だから我慢しろという事ではないと思う。

単独村政を維持し続ける源は先人から受け継がれた、発想し行動する力ではない

だろうか。村が、村民が、どのような発想や行動をするかにより、その身の丈は

大きくも小さくもなるだろう。 

念願であった複合施設もその姿を現しつつある。これも発想し行動した結果で

はないだろうか。 

最小の力も結集すれば最大の成果を生む力となり、健全経営の推進力となるだ

ろう。その先に見えるものは未来を担う子どもたちの明るい笑顔と笑い声そして



それを見守る大人たち。 

日吉津村の身の丈を作り上げる取り組みになお一層の努力をお願いする。 

 

 

 

 

＊平成２５年度会計歳入歳出決算　 　　　　　（単位：円、％）

金　額　B (B/A) 金　額　C (C/A)

25 3,347,830,000 2,845,718,264 85.0 2,204,207,123 65.8 641,511,141

24 2,241,107,000 2,163,275,279 96.5 2,075,257,476 92.6 88,017,803

前年度比 前年度比

1,106,723,000 682,442,985 131.5 128,949,647 106.2 553,493,338

差 引 B-C

増減

年度 予算現額　A
歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額

 

 

 

＊歳入歳出予算及び執行状況

（歳入）　 （単位：円、％） （歳出）　　 　（単位：円、％）

区　　分 総　　額 税　　額 区　　分 金　　額

予算現額 3,347,830,000 928,427,000 予算現額 3,347,830,000

調 定 額 2,865,566,934 957,802,180 支出済額 2,204,207,123

収入済額 2,845,718,264 939,640,678 翌年度繰越額 991,578,000

不能欠損額 2,952,889 2,952,889 不　用　額 152,044,877

収入未済額 16,895,781 15,208,613 予算執行率 65.8

調定額に対す
る収入割合

99.3 98.1

予算額に対す
る収入割合

85.0 101.2
 

 

 


